
四
年
新
知
二
百
石
を
賜
は
り
、
明
財
閥
三
年
突
の
政

百
石
そ
配
分
せ
ら
れ
て
計
三
百
石
荷
受
け
、
大
小
時

杭
目
と
な
っ
た
が
、
延
費
六
年
附
門
者
命
ぜ
ら
れ
、

次
い
で
M
m
廻
組
に
列
し
た
。
正
徳
武
年
段
、
年
八
十

一
。
子
孫
相
織
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ツ
テ
ダ
シ
ゲ
ナ
ガ
個
室
長
初
郎
忠
応
。
泊
抑
制

牢
七
郎
o
V
〈
は
山
附
光
式
の
隠
岩
間
治
兵
衛
光
旗
、

母
は
仰
源
太
左
衛
門
音
波
の

k
。
預
長
、
古口
一
政
の
m晶

子
と
な
っ
て
明
m
=
一
年
三
百
石
を
製
ぎ
、
江
文
=
一
年

大
小
将
組
に
列

L
、
元
徹
元
年
土
脱
帽
借
行
と
な
り
、

七
年
絡
め
、
九
年
抗
月
間
四
し
た
。
年
七
十
二。

ツ
タ
ダ
ヨ
シ
マ
サ
佃
吉
政

沼
郡
山
叫
太
郎

・
狐

太
左
衛
門
。
局
限
の
入
。
突
は
治
部
。
古
口
政
的
穏
酒

帯
、
智
敷
あ
り
咽
閣
総
に
長
じ
た
。
院
長
の
初
前
m
利

長
に
仕
へ
て
間
附
と
な
り
、
十
八
石
合
問
は
り
、
後

侠
に
従
う
て
街
聞
に
従
b
、
}-十
.石
合
-加
へ
、
次
い

で
堺
に
依
り
致
仕
し
、

越
後
の
松
平
山
山
卸
に
仕

へ
て

百
五
十
石
荷
受
け
た
が
、
十
七
年
冬
滞
に
隠
仕
し
て

二
百
石
を
賜
は
り
、
元
利
=
一
年
百
}
九
十
一
ね
キ
'加
地
せ

ら
れ
、
寛
永
の
初
刷
出
郎
修
理
の
閉
山
工
と
な
り
、
峻

功
と
共
に
二
百
石
脅
加
筑
せ
ら
れ
、
作
郎
容
行
と
な

り
‘
先
筒
m
h
r
粂
ね
、
後
叉
二
百
荒
J
1
.石

今
一加
へ

、

漸
次
増
し
て
千
石
に
来
っ
た
、
明同門
ご
年
波
。
嫡
子

制
太
左
街
門
配
分
知
六
百
石
也
管
閉
山
い
だ
が
、
究
文
九

年
子
な
〈
し
て
制
限
し
、
本
系
断
絶
し
た
。

ツ
h
y
モ
ガ
Z

九
十
九
髪

前
問
家
所
磁
の
茶
入
。

利
治
隠
伎
の
後
代
念
百
枚
の
茶
入
札
町
京
都
の
商
人
が

持
っ
て
来
た
の
で
、
隠
居
の
こ
と
だ
か
ら
と
て
金
資

枚
を
減
じ
さ
せ
、
そ
の
快
蹄
そ
得
て
別
に
煎
枚
青
奥

へ
た
。
後
小
畑
辿
州
之
そ
丸
十
九
妥
と
名
づ
け
た
と

L
」。ツ

h
y
モ
ワ
ン
九
十
九
柏
崎
珠
洲
都
小
木
の
日
和

山
か
ら
越
坂
に
京
る
同
問
問
問
粁
治
の
入
江
で
あ
る
。

功
訟
に
も
多
く
月
林
と
見
え
る
。
石
川
部
林
郷
月
織

を
、
こ
の
頃
か
〈
も
い
う
た
ら
し
い
。

ツ
キ
パ
ン
月
番

加
賀
滞
の
制
、
各
職
皆
輪
番

用
直
脅
以
て
政
務
に
主
任
し
、
そ
れ
を
且
番
と
い
う

た
。
御
用
番
と
い
ふ
も
同
じ
い
。

ツ
キ
ミ
月
見

滞
政
の
頃
、
八
且
十
況
日
は
名

月
で
あ
る
が
、
者
し

い
行
附
酬
が
な
〈
、
稲
に
賂
花
を

組
に
揃
み
、
間
子
守
三
方
に
同
日
っ
て
用
別
に
供
す
る

も
の
が
あ
る
前
り
で
あ
り
、
災
一段
を
殿
町
如
に
し
て
食

す
る
こ
と
は
、

一
般
に
行
は
れ
た
。
今
全
く
隠
せ
ら

れ
、
儲
か
に
枠制
山
紙
仰
の品目宇一山
間
〈
も
の
あ
る
ば
か

り
で
あ
る
。

ツ
キ
ヲ
ジ
ン
ス
ケ
槻
尾
甚
助
鑓
中
の
人
間
野

係
人
の
子
。
初
め
跡
保
氏
援
の
院
水
島
氏
に
援
は
れ

た
が
、
中
・
命
に
依
っ
て
槻
尚
氏
に
改
め
、
次
い
で
佐

佐
成
政
に
仕
へ

、
後
天

E
十
五
年
前
倒
利
長
に
臣
m

し
て
ご
千
石
を
慌
し
、

邸
問
問
二
年
間
担
。

子
孫
滞
に
靴

製
す
る
。

ツ
ク
シ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ヤ
筑
紫
、八
幡
神
社

石
川
部
前
厄
に
在
っ
た
。
式
内
等
抽
出
祉
担
に
、『
筑
紫

八
抑
制
枇
。
白
根
郷
市
賂
村
銀
座
。
笥
批
也
。
』
加
越

能
笛
跡
緒
に
、『
一品
庖
持
山
之
内
一
苫
止
。
亦
筑
紫
の
宮

と
て
枇
有
o
w
帥
検
筑
紫
出
附
之
時
、
筑
紫
宇
佐
八
幡

ヘ
カ
飯
あ
り
利
迎
に
成
候
故
、
師
陣
之
型
年
四
月
十

七
日
百
姓
地
取
也
候

へ
ば
、
問
主
夢
刷
出
に
筑
紫
入
縮

此間山

へ
飛
来
る
間
見
え
、
翌
朝
団
の
中
に
あ
か
め
の

木
三
本
・
紫
竹
三
本
生
出
有
之
。
則
引
所
を
宮
地
に

仕
、
今
以
有。
』
と
見
え
る
。
今
枇
地
や
袋
じ
、
郡命

的
制
枇
と
な
っ
て
隠
る
。

ツ
タ
ダ
ゲ
ン
パ
チ
ロ
ウ
佃
源
八
郎

副
叫
太
左
衛

門
吉
政
の
ご
男
。
正
保
四
年
前
旧
綱
紀
に
仕
へ
、
陵

安
二
年
綱
紀
の
掲
市
山知
捌
丸
の
犬
し
た
時
、
そ
の
館
牌

や
蕊
'
じ
て
高
野
山
に
棺
り
、
冥
前
や
-
一
耐
っ
て
眠
削
っ
た
。

ツ
キ
ー
ー
ツ
ケ

能
m
w
名
跡
志
に
.『
九
十
九
入
と
い
う
て
、
日
本
無
設

の
入
俗
な
り
。
九
十
九
お
と
い
へ
り
。
風
日
以
日
本
=
一

戒
に
も
ひ
と
し
き
所
也
。
是
は
小
木
・
一
，翻
・
越
坂

三
ャ
加
の
領
内
相
の
入
総
に
て
、入
々
九
十
丸
よ
附
あ
り
。

採
さ
百
五
十
蒋
除
あ
り
。
廻
り
三
恩
除
あ
り
。
中
に

e
'
 

的
下
ぬ
と
い
ふ
あ
り
。
形
は
遜
誌
の
寂
の
如
し
。
臨

打
の
訟
と

い
う
て
名
木
あ
り
。
内
粧
の
木
数
多
あ
り
。

州
財
天
の
枇
あ
り
。
ぬ
の
取
に
丸
き
務
の
や
う
な
る

所
あ
り
。
元
朝
に
附
〈
と
い
へ
り
。
誠
に
風
殻
仙
境

と
も
い
ひ
つ
べ
し
。
』と
あ
る
。
こ
の
割
問
は
、
第
三
紀

崎
川
抗
告
の
リ
ア
ス
式
沈
降
浴
時
の
様
式
的
溺
谷
で
、

附
民
総
監
の
所
々
に
桜
蝕
に
よ
り
生
じ
た
る
制
胞
が

あ
り
、
油田
及
び
ぬ
の
附
附
に
は
、
大
沈
降
後
の
小
限

起
に
よ
る
ペ
y
チ
の
成
立
脅
見
る
。

ツ
タ
ヱ
ノ
シ
マ
机
白
両
国
採
集
十
六
町
職
能
驚

a
s，
マ

み

同
紙
に
開
山
間
多
制
乃
机
之
町
一
苫
々
と
あ
り
、
制
人
は

却
に
臨
品
開
州
瀬
川
凪
の
南
方
拡
上
に
在
る
机
ぬ
h
v-剛院す

る
が
、
こ
れ
は
成
総
集
に

い
ふ
そ
れ
で
は
な
く
、
却

っ
て
市
山
結
集
に
よ
っ
て
生
じ
た
地
名
ら
し
い
。
か
〈

考
へ
ら
れ
る
理
問
は
、
こ
h

に一

一品
あ
っ
て
相
隣
り
、

一
党
純
ヶ
ぬ
と
い
ひ
一
宇
一机
ぬ
と
い
ひ
、
前
者
は
大

き
く
、
後
半
H

は
小
さ
い
。
常
識
を
以
て
す
れ
ば
、
大

崎
荷
崩
阻
み
ず
し
て
小
ぬ
や
-
倣
に
詠
ず
る
迎
闘
が
な
か

り
さ
う
だ
。

H
つ
安
永
中
の
桂
昌
R

名
跡
芯
に
よ
っ
て

見
れ
ば
、
こ
の
一

一尚
の
名
は
狼
h
M
-
m
机
，
h
聞
と
な
っ

て
民
り
、
m
M帆
f
M
は
森
林
で
狼
ぬ
は
畑
で
あ
る
と

す
る
か
ら
、
今
の
机
ぬ
は
悶
製
ャ
口
町
で
今
の
穏
バ
向
は

狼
れ
何
に
仲
川
る
の
で
あ
る
。
能
積
名
跡
芯
は
他
の
庇
抑
制

の
名
跡
に
就
い
て
は
酬
明

h

で
す
る
が
‘
こ
の
こ
島
の
何

れ
か
H
L

机
島
で
あ
ろ
こ
と
そ
一

言
J
b
述
べ
ぬ
か
ら
、

世
時
ま
だ
き
う
し
た
鈴
践
が
な
か
っ
た
と
見
え
る
。

然
る
に
能
積
名
称
志
の
異
本
な
る
能
思
刊
誌
に
は
、『
日

出
バ
向
は
錠
y
M
な
り
。
ヒ
フ
の
泌
ひ
の
設
に
て
今
日

附
方
自
他
偲

』
ホ
ク
シ

出
ヶ
島
と
い
へ
り
。
云
々
。
仲
に
机
島
と
て
あ
h
J
O

是

に
射
し
て
鉱
?
眠
聞
な
る
を
今
日
出
?
ぬ
と
い
h
h
。
』
と

杷

L
、
日
出
パ
聞
は
ぬ
幌
で
は
な
い
が
、机
品
を
能
E
P

ぬ
附
近
と
し
て
庇
b
、
叉
能
居
有
名
跡
志
の
魁
町
に
後

人
の
加
へ
た
附
震
に
も
机
烏
の
所
在
を
八
ケ
庄
と
し

て
、
そ
の
八
ケ
庄
は
能
早
明
白
の
こ
と
で
あ
る
。
箆
に

笛
m
m
M
刷
の
橋
部
越
枝
折
に
、『
こ
の
机
の
防
は
鹿
応

縦
長
笛
の
捕
よ
り
む
か
ひ
の
島
山
門
能
驚
ぬ
)
へ
ち
か

き
小
島
に
て
、
今
の
盟
人
も
大
ゃ
う
L
る
所
な
り
。
』

と
い
ふ
の
は
、
長
門前
中
。
七
尾
か
ら
東
に
絞
〈
海
停
と

定
め
る
践
で
あ
る
か
ら
、
カ
ラ
ス
h
M
・
寺町間

銭
高
・

コ
シ
キ
必
等
の
中
の

一
っ
そ
掃
す
も
の
ら
し
い
が
、

今
は
さ
う
し
た
名
を
椴
へ
る
者
が
な
い
。
い
づ
れ
に

し
て
も
所
開
多
耐
を
臨
島
組
で
あ
る
と
僻
す
る
上

は
、
総
巾
へ
腿
れ
た
机
之
島
と
は
間
服
互
に
辿
倒
L

縫
い
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
井
上
沼
田
晴
の
筑
紫
新
考

に
於
け
る
如
〈
、
加
問
多
謝
乃
は
所
開
多
乃
粥

(鹿

島
の
海
〉
の
設
で
は
な
か
ら
う
か
と
す
る
設
も
生
ず

る
の
で
あ
る
。
机
之
島
の
佐
世
は
、
今
明
ら
か
で
な

い
と
い
ふ
の
外
は
な
い
。

ツ
ケ
ア
ヒ
ソ
ウ
ギ
ョ

9
シ
エ
ウ
附
合
双
玉
集

二
加
。
天
保
突
巴
季
秋
比
良
城
序
、
出
諮
鏡
屋
中
凶
兵

術
揮
す
板
。
梅
室
門
林
山
口
の
編
す
る
所
で
、
党
札

・
悔

家
響
詩
家
の
附
A
川
が
必
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

ツ
ケ
ガ
シ
ラ
附
頭

副
役
に
し
て
、
締
伎
の
公

子
に
仰
た
る
者
青
い
ふ
。
保
仰
の
う
ち
の
聞
役
の
義

で
は
な
い
。

ツ
ゲ
カ
ズ
マ
柘
植
毅
馬
初
め
岐
阜
巾
納
言
の

臨
で
あ
っ
た
が
、
後
前
川
利
訟
に
来
仕

L
、
勝
千
石

を
受
け
、
大
仮
科
役
に
首
一
つ
を
泌
た
。
斑
永
四
年

間
担
。
子
孫
滞
に
附
裂
す
る。

ツ
ケ
カ
h
F
ジ
主
デ
ン

北
技
傍
。

ア
y 

五
四
九


